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                     (2013年10月) 

古
代
の
お
金
の
作
り
方 

                              

★
ミ
ニ
企
画
展 

10
月
26
日(

土)

～
1
月
20
日
（
月
） 

 

出
雲
を
掘
る 

第
四
話 

 

「
銭(

じ
ぇ
ね)

― 

出
雲
の
じ
ぇ
ね
こ 

を
考
古
学
す
る 

― 

」 

【
観
覧
無
料
】 

出
雲
市
内
の
発
掘
調
査
や
、
工
事
中

に
偶
然
発
見
さ
れ
た
銭
を
紹
介
し
ま
す
。 

銭
か
ら
見
え
る
出
雲
の
歴
史
に
迫
り

ま
す
。 

〔
主
な
展
示
品
〕
市
内
出
土
の
、
古
代

か
ら
近
世
ま
で
の
古
銭
や
、
解
説
パ
ネ

ル
、写
真
パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。 

      

★
ミ
ニ
企
画
展
関
連
講
演
会 

10
月
27
日(

日)

14
時
～
16
時 

「
出
土
銭
貨
か
ら
み
た 

 

出
雲
の
貨
幣
事
情
」 

【
講
師
】 

櫻
木 

晋
一 

氏 

（
下
関
市
立
大
学
経
済
学
部
教
授
） 

●
場 

所 

た
い
け
ん
学
習
室 

●
聴
講
料 

無
料 

 

事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
等
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。 

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示 

９
月
11
日(

水)

～
10
月
14
日(

月
） 

【
新
・
市
指
定
文
化
財
】 

佐
田
町
八
幡
原
「
岩
﨑
家
文
書
」 

【
観
覧
無
料
】 

  

本
年
７
月
、
新
た
に
市
指
定
文
化
財

と
な
っ
た「
岩
﨑
家
文
書
」の
中
に
は
、 

全
国
的
に
も
貴
重
な
医
書
が
多
数
あ
り

ま
す
。 

『
医
方
大
成
論
』
は
、
慶
長
17
年
（
１

６
１
２
）
に
、
当
時
の
出
雲
国
の
有
力

者
が
作
っ
た
医
書
で
す
。
こ
の
本
は
、

活
字
を
組
み
合
わ
せ
た
版
で
印
刷
す
る

「
古
活
字
版
」
と
い
う
方
法
で
作
ら
れ

て
い
ま
す
。「
古
活
字
版
」
は
、
江
戸
初

期
の
50
年
間
程
し
か
行
わ
れ
な
か
っ

た
た
め
、
現
存
す
る
も
の
は
わ
ず
か
で

す
。 

『
牛
之
書
』
は
、
牛
に
関
す
る
獣
医
学

の
書
物
で
、
左
の
図
は
、
病
状
別
の
お

灸
の
ツ
ボ
を
示
し
た
も
の
で
す
。 

 

こ
の
機
会
に
、
本
物
を
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 

（
八
幡
一
寛
） 

  

    

 

★
現
地
説
明
会 

10
月
26
日(

土)

10
時
～
12
時 

上
塩
冶
横
穴
墓
群
発
掘
調
査 

 

文
化
財
課
で
は
、
県
道
出
雲
三
刀
屋

線
の
道
路
改
良
工
事
に
伴
う
発
掘
調
査

（
出
雲
市
上
塩
冶
町
地
内
）
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

５
月
の
調
査
開
始
か
ら
現
在
ま
で

の
間
に
、横
穴
墓（
１
４
０
０
年
前
頃
）

が
20
基
見
つ
か
り
ま
し
た
。
調
査
区
域

は
、
上
塩
冶
横
穴
墓
群
と
い
う
県
内
有

数
の
横
穴
墓
群
の
中
に
位
置
し
て
い
て
、

横
穴
墓
か
ら
は
、
た
く
さ
ん
の
須
恵
器

や
鉄
製
品
な
ど
の
副
葬
品
が
出
土
し
て

い
ま
す
。 

現
地
説
明
会
で
は
、
出
土
品
と
共
に

横
穴
墓
の
中
の
様
子
も
、
ご
覧
頂
く
予

定
で
す
。 

       

よすみちゃん 

『牛之書』 

（天正 15〈1587〉年） 

イラスト 松原 希 

上塩冶横穴墓群のようす 
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★
特
集 

研
究
ノ
ー
ト
⑪ 

ミ
ニ
企
画
展 

出
雲
を
掘
る 

第
四
話 

「
銭
（
じ
ぇ
ね
）
― 

出
雲
の
じ
ぇ
ね
こ 

を
考
古
学
す
る 

― 

」 

 

今
回
の
展
覧
会
は
、
古
代
か
ら
近
世

ま
で
の
銭
を
取
り
上
げ
ま
す
。 

展
示
品
の
中
か
ら
、
珍
し
い
銭
を
一

点
紹
介
し
ま
す
。 

私
た
ち
が
普
通
よ
く
目
に
す
る
銭

は
、
直
径
約
20
ミ
リ
の
大
き
さ
の
も
の

で
す
。
こ
れ
は
、
基
本
的
に
は
一
枚
一

文
（
い
ち
ま
い 

い
ち
も
ん
）
と
し
て

扱
わ
れ
、
銭
の
種
類
（
銭
文 

せ
ん
も

ん
）
が
異
な
っ
て
い
て
も
、
価
値
は
同

じ
で
し
た
。 

し
か
し
、
市
内
上
塩
冶
町
の
大
井
谷

Ⅱ
遺
跡
か
ら
見
つ
か
っ
た
銭
は
違
い

ま
し
た
。 

 

そ
れ
は
、
一
枚
で
十
文
（
じ
ゅ
う
も

ん
）の
価
値
が
あ
る
銭
で
、「
当
十
銭（
と

う 

じ
ゅ
っ
せ
ん
）」
と
呼
ば
れ
て
い
る

も
の
で
す
（
写
真 

上
の
銭
）。 

       

そ
の
銭
は
「
崇
寧
重
寶
（
す
う
ね
い

じ
ゅ
う
ほ
う
）」（
初
鋳
年
１
１
０
３
年 

北
宋
）
で
す
。
こ
の
銭
は
、
直
径
約
26

ミ
リ
あ
り
、
普
通
の
一
文
銭
の
約
１
・

３
倍
の
大
き
さ
で
す
か
ら
、
一
目
で
一

文
銭
（
写
真 

下
二
枚
）
と
区
別
が
つ

き
ま
す
。 

で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
珍
し
い
銭

が
出
土
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
現
在
、

国
内
で
は
約
２
０
０
枚
の
「
当
十
銭
」

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
、
約

60
枚
が
博
多
か
ら
の
発
見
で
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
日
本
海
を
経
由
し
て
博
多

の
商
人
と
取
引
し
て
い
た
出
雲
の
商
人

が
使
っ
た
銭
で
は
な
い
か
、
と
想
像
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
一
つ
一
つ
は
小
さ
な

銭
で
は
あ
り
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、
壺
や
箱
な
ど
の
容
器
に
、
銭

を
大
量
に
入
れ
て
地
中
に
埋
め
る
例
が

あ
り
、そ
れ
を
備
蓄
銭（
び
ち
く
せ
ん
）

と
呼
ん
で
い
ま
す
。 

 

鷺
浦
の
阿
部
荒
神
社
跡
出
土
の
壺
や

鉢
（
市
指
定
文
化
財
）
も
、
備
蓄
銭
の

容
器
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
、
他
の
遺
跡
の
備
蓄
銭
と
比

較
し
な
が
ら
見
て
も
ら
う
予
定
で
す
。 

 
 
 
 

（
原 

俊
二
） 

 

★
特
別
展
「
も
う
一
つ
の
出
雲
神
話
」

を
終
え
て 

  

今
夏
の
特
別
展
で
は
、
今
ま
で
取
り

上
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
中
世

（
平
安
時
代
末
～
戦
国
時
代
）
の
出
雲

で
語
ら
れ
た
神
話
に
注
目
し
ま
し
た
。 

遠
く
イ
ン
ド
か
ら
流
れ
て
き
た
土

地
を
ス
サ
ノ
ヲ
が
築
き
固
め
る
神
話
は
、

鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
後
期
ま
で
の

お
よ
そ
６
０
０
年
間
、
出
雲
地
域
の
文

献
に
記
さ
れ
続
け
ま
し
た
。 

し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
の
長
期
間
に
わ

た
っ
て
知
ら
れ
た
神
話
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
現
代
の
人
々
で
、
中
世
の
神
話
を

知
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。 

一
方
で
、
『
出
雲
国
風
土
記
』
に
載

る
「
国
引
き
神
話
」
の
主
役
の
名
前
は

知
ら
な
く
て
も
、「
国
引
き
」
と
い
う
言

葉
や
、
神
話
の
一
節
は
観
光
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
な
ど
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
古

代
の
「
国
引
き
神
話
」
と
は
、
ヤ
ツ
カ

ミ
ヅ
オ
ミ
ツ
ノ
が
、
日
本
海
周
辺
か
ら

余
っ
た
土
地
を
切
り
取
り
、
綱
を
か
け

引
っ
張
る
神
話
で
す
。 

と
こ
ろ
で
、
古
代
の
「
国
引
き
神
話
」

は
、
い
つ
出
雲
の
人
々
に
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
お
そ
ら

く
は
、
江
戸
時
代
半
ば
以
降
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
こ
約
３
０
０
年

の
間
に
知
ら
れ
、
中
世
の
出
雲
神
話
を

凌
駕
す
る
ま
で
に
な
っ
た
の
で
す
。 

 

古
代
の
神
話
な
の
に
、
な
ぜ
江
戸
時

代
以
降
に
と
思
う
方
も
お
ら
れ
る
で
し

ょ
う
。
こ
れ
は
、
神
話
が
記
さ
れ
た
『
出

雲
国
風
土
記
』
の
出
雲
地
域
で
の
浸
透

度
と
関
係
し
ま
す
。『
出
雲
国
風
土
記
』

は
、
古
代
出
雲
の
よ
う
す
を
ま
と
め
た

書
物
で
す
が
、
天
皇
に
進
上
さ
れ
た
も

の
で
、
当
時
の
人
々
に
広
く
読
ま
れ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
江
戸
時
代
半

ば
以
降
に
な
っ
て
、『
風
土
記
』
の
研
究

が
盛
ん
と
な
り
、
そ
の
神
話
は
広
く

人
々
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

こ
う
し
て
み
る
と
、
出
雲
神
話
と
は

本
来
何
で
あ
っ
た
の
か
。
出
雲
の
人
々

が
語
っ
た
中
世
と
古
代
の
神
話
の
狭
間

で
問
い
直
し
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
髙
橋 

周
） 

         

  

崇寧重寶 

開元通宝 寛永通宝 

出雲国風土記の写本 

（県指定・個人蔵） 
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★
指
定
文
化
財
紹
介
⑧ 

市
指
定
有
形
文
化
財
（
彫
刻
） 

「
岩
野

い

わ

の

薬
師

や

く

し 

木
造

も
く
ぞ
う

如
来
形

に
ょ
ら
い
ぎ
ょ
う

坐
像

ざ

ぞ

う

」 

 

 

 

岩
野
薬
師
は
、
Ｊ
Ｒ
直
江
駅
の
東
、

線
路
南
側
の
浄
土
宗
大
光
寺
の
背
後
に

あ
る
岩
野
山
に
あ
り
ま
す
。薬
師
堂
は
、

宝
永
３
年（
１
７
０
６
）に
建
て
ら
れ
、

そ
れ
を
示
す
棟
札
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
こ
に
ま
つ
ら
れ
て
い
る
本
尊
は
、

右
足
を
上
に
し
て
組
ん
で
坐
り
、
両
手

を
膝
の
上
で
組
ん
で
い
ま
す
。
言
い
伝

え
に
よ
り
薬
師
如
来
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
両
手
の
組
み
方
か
ら
阿
弥
陀
如
来

の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。 

 

そ
の
坐
像
は
、
１
５
０
セ
ン
チ
近
く

あ
る
大
き
く
立
派
な
彫
刻
で
、
ヒ
ノ
キ

の
一
木
造
、
目
は
彫
ら
れ
た
も
の
で
、

腕
や
膝
は
別
の
木
で
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て

あ
り
ま
す
。
現
在
は
金
色
な
ど
に
彩
色

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
元
々
は
白
木
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
彫
刻
の
制
作
年
代
は
、
平
安
時

代
末
期
、
今
か
ら
お
よ
そ
８
０
０
年
以

上
前
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
丸
顔
、
伏

し
目
が
ち
の
表
情
や
衣
の
表
現
な
ど
、

当
時
の
雰
囲
気
を
よ
く
残
し
て
お
り
、

地
元
で
長
年
大
切
に
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。 

 

江
戸
時
代
に
岩
野
薬
師
は
、
出
雲
郡

（
し
ゅ
っ
と
う
ぐ
ん
）
内
一
円
で
大
々

的
に
信
仰
さ
れ
て
い
た
有
名
な
お
薬
師

様
で
す
。
歴
代
の
郡
役
人
が
管
理
を
行

っ
て
い
た
と
言
わ
れ
、
現
在
は
岩
野
薬

師
奉
賛
会
が
担
わ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年

９
月
８
・
９
日
の
祭
日
に
は
、
奉
納
相

撲
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
斐
川
地
域
有
数

の
お
祭
り
と
な
っ
て
お
り
、
た
く
さ
ん

の
人
々
で
賑
わ
い
ま
す
。 

 

出
雲
市
内
に
は
た
く
さ
ん
の
彫
刻
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
大
き
な
坐
像
で

平
安
時
代
ま
で
遡
る
も
の
は
少
な
い
た

め
、
そ
の
意
味
で
も
貴
重
で
す
。 

 
 

 

こ
の
す
ば
ら
し
い
仏
像
を
拝
観
す

る
に
は
、
大
光
寺
（
℡
72
‐
０
０
７
４
）

ま
で
連
絡
を
し
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 

 
 
 

（
野
坂
俊
之
） 

  

★
発
掘
調
査
の
現
場
か
ら
⑧ 

 
 
 

 

「
斐
川
中
央
工
業
団
地
発
掘
調
査
②
」 

平
成
24
・
25
年
度
に
か
け
て
発
掘

調
査
を
実
施
し
て
い
る
斐
川
中
央
工
業

団
地
予
定
地
内
に
は
、
杉
沢
遺
跡
、
杉

沢
Ⅱ
遺
跡
、
杉
沢
横
穴
墓
群
が
存
在
し

ま
す
。
今
回
は
、
平
成
25
年
度
の
調
査

成
果
を
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

杉
沢
遺
跡
で
は
、
丘
陵
の
尾
根
上
に

幅
約
９
ｍ
の
道
路
遺
構
を
確
認
し
、
造

成
の
規
模
や
出
土
し
た
須
恵
器
か
ら
、

古
代
の
山
陰
道
の
可
能
性
が
高
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。 

杉
沢
Ⅱ
遺
跡
か
ら
は
、
弥
生
時
代
中

期
後
半
の
竪
穴
住
居
跡
に
お
い
て
弥
生

土
器
や
、
透
き
通
っ
た
青
色
の
ガ
ラ
ス

小
玉
、
そ
し
て
袋
状
鉄
斧
な
ど
の
貴
重

な
遺
物
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

杉
沢
横
穴
墓
群
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

15
基
の
横
穴
墓
を
確
認
し
て
お
り
、
出

土
し
た
須
恵
器
か
ら
、
古
墳
時
代
終
末

期
か
ら
奈
良
時
代
に
か
け
て
の
横
穴
墓

群
で
あ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。 

９
月
21
日
（
土
）
に
は
こ
れ
ま
で
の

発
掘
調
査
成
果
に
つ
い
て
現
地
で
の
説

明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
好
天

に
恵
ま
れ
、
１
３
０
名
を
越
す
見
学
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。 

 
 （

幡
中
光
輔
） 

       

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

□
□ 

    

★
発
掘
調
査
速
報
展 

「
斐
川
中
央
工
業
団
地 

パ
ー
ト
２
」 

10
月
30
日（
水
）
～
12
月
28
日（
土
） 

前
回
の
斐
川
工
業
団
地
の
速
報
展

で
は
、
平
成
24
年
度
の
調
査
成
果
を
展

示
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
平
成
25
年
度

の
調
査
成
果
を
展
示
し
ま
す
。 

〔
主
な
展
示
品
〕 

・
杉
沢
遺
跡
：
古
代
山
陰
道
と
目
さ
れ

る
道
路
遺
構
出
土
の
須
恵
器
な
ど 

・
杉
沢
Ⅱ
遺
跡
：
竪
穴
住
居
跡
出
土
の

弥
生
土
器
・
ガ
ラ
ス
玉
・
袋
状
鉄
斧

な
ど 

・
杉
沢
横
穴
墓
群
：
各
横
穴
墓
か
ら
出

土
し
た
須
恵
器
な
ど  

現地説明会のようす 

（杉沢遺跡の道路遺構） 



 

 

 

 

第 11 号 

4 

羽根盆踊り愛好会 

★
館
長
講
座(

全
３
回)

の
ご
案
内 

「
お
墓
が
語
る
ヒ
ト
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ
」 

11
月
9
日(

土) 

①
お
墓
の
発
明 

―
「
よ
み
が
え
れ
！
」 

12
月
14
日(
土) 

②
王
墓
の
葬
式 
―「
よ
み
が
え
る
な
！
」 

1
月
11
日(

土) 

③
古
志
の
よ
す
み

．
．
． 

―
「
こ
だ
わ
る
！
」 

 

●
講 

師 

渡
邊
貞
幸
（
当
館
館
長
） 

●
時 

間 

14
時
～
16
時 

●
受
講
料 

３
０
０
円 

●
定 

員 

80
名 

 

講
座
の
受
講
に
は
事
前
申
込
み
が

必
要
で
す
。
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

ル
等
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

★
第
48
回
出
雲
市
無
形
文
化
財
発
表
会 

12
月
1
日(

日) 

●
時 

間 
(

開
場 

９
時
30
分) 

  
 
 
 

10
時
～
16
時 

●
会 

場 

斐
川
文
化
会
館 

●
入
場
料 

前
売
り 

４
０
０
円 

当
日 

 

５
０
０
円 

中
学
生
以
下 

無
料 

●
プ
レ
イ
ガ
イ
ド 

当
館
・
各
支
所
地
域
振
興
課
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
課
・
斐
川
文
化
会
館
他 

上
演
８
団
体 

赤
塚
神
楽
佐
儀
利
保
存
会 

阿
宮
神
能
保
存
会 

宇
那
手
火
守
神
社
獅
子
舞
保
存
会 

大
津
三
谷
神
社
獅
子
舞
保
存
会 

差
海
神
事
舞
保
存
会 

神
西
神
代
神
楽
保
存
会 

外
園
神
楽
保
存
会 

羽
根
盆
踊
り
愛
好
会 

展
示 

直
江
一
式
飾
り
保
存
会 

子
ど
も
神
楽  

宇
那
手
火
守
神
社
子
ど
も
神
楽 

あ
い
川
保
育
園
子
ど
も
神
楽 

 
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
神
楽
や
獅
子
舞
な
ど
、
各
地
に
残

る
伝
統
芸
能
が
一
堂
に
会
し
ま
す
。
神

話
の
ふ
る
さ
と
「
出
雲
」
に
息
づ
く
技

と
心
を
ご
体
感
く
だ
さ
い
。 

          

 

★
館
長
コ
ラ
ム
⑦ 

「
考
古
」
は
、
中
国
に
昔
か
ら
あ
っ

た
言
葉
で
、「（
資
料
に
基
づ
い
て
）
古

い
に
し
え

を
考
え
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。
明
治

初
期
の
日
本
人
は
、
こ
れ
を
英
語
の
ア

ー
ケ
オ
ロ
ジ
ー
の
訳
語
と
し
て
利
用
し

ま
し
た
。
当
初
は
「
古
事
学
」
と
か
「
古

物
学
」
と
い
う
訳
語
も
あ
り
ま
し
た
。 

本
来
、
ア
ー
ケ
オ
ロ
ジ
ー
は
「
古
代

史
」
と
か
「
古
代
学
」
と
い
う
意
味
の

言
葉
で
し
た
。
ル
ネ
サ
ン
ス
の
後
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
遺

跡
や
遺
物
の
研
究
が
盛
ん
に
な
っ
た
と

き
、
こ
う
し
た
学
問
を
ア
ー
ケ
オ
ロ
ジ

ー
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。 

18
～
19
世
紀
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お

け
る
学
問
の
進
展
は
、
ア
ー
ケ
オ
ロ
ジ

ー
（
考
古
学
）
の
意
味
を
大
き
く
広
げ

ま
し
た
。
先
日
、
１
０
４
歳
で
亡
く
な

っ
た
考
古
学
者
・
斎
藤
忠
博
士
は
、
考

古
学
を
「
過
去
の
人
類
の
残
し
た
物
質

的
資
料
、
す
な
わ
ち
遺
跡
・
遺
構
・
遺

物
を
研
究
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
彼
ら
の

生
活
行
動
や
文
化
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
学
問
」
と
定
義
し
て
い
ま
す
。 

た
だ
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
考
古
学

と
い
う
と
、ギ
リ
シ
ア･

ロ
ー
マ
の
研
究

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
人
が
多
い
よ
う
で
す
。

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
の
先
駆
者
デ
・
キ

リ
コ
は
、「
考
古
学
者
」
と
い
う
絵
を
何

枚
も
描
き
ま
し
た
（
左
は
そ
の
一
枚
）。 

ど
れ
も
、
身
体
の
中
に
ギ
リ
シ
ア
・
ロ

ー
マ
の
建
築
物
が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て

い
ま
す
。 

 
 
 
  

（
渡
邊
貞
幸
） 
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●開館時間／9:00～17:00(入館は 16:30まで) 

●休館日／火曜日(祝日の場合は翌日) 

●年末年始の休館日／12/29(日)～1/3(金) 

 


